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花
に
接
す
る
機
会
の
創
出
と
花

づ
く
り
の
普
及
を
目
指
し
、
花
き

に
対
す
る
広
範
な
知
識
の
習
得
や

花
づ
く
り
、
花
の
楽
し
み
方
な
ど

に
つ
い
て
の
講
座
制
研
修
を
開
催

し
ま
す
。

受
付
期
間

　
３
月
１
日（
土
） 

〜

　
　
　
　
　
　
３
月
23
日（
日
）

講
座
内
容

①
花
づ
く
り
講
座

②
切
り
花
菊
栽
培
講
座

③
押
し
花
講
座

④
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
座
　

⑤
バ
イ
テ
ク
講
座

開
催
場
所

東
温
市
下
林
甲
２
２
１
０
―
１

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

　
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
（
期
限
日
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
９
１
―

０
２
２
２

東
温
市
下
林
甲
２
２
１
０
―
１

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（

９
６
４
）

５
８
６
７

　
受
講
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県

内
在
住
の
人
な
ら
誰
で
も
受
講

が
出
来
ま
す
が
、
自
己
負
担
が

必
要
な
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、

受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、「
愛

媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
関

日
　
時
　
３
月
30
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

　
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
喫
茶
、
掘
り
出
し
市
、

委
託
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
大
洲
市

商
店
会
連
合
会
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
こ
の
収
益
金
は
、
社
会
福
祉
・

青
少
年
健
全
育
成
な
ど
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

〜
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
〜

問
い
合
わ
せ
先

　
向
井
（
☎
㉕
０
６
６
８
）

新　着 

 

図書館情報 

（

）

「
平
成
20
年
度

花
き
講
座
制
研
修
」
の
ご
案
内

大
洲
市
立
図
書
館

３
月
生
涯
学
習
講
座

　
古
文
書
解
読
講
座

　
　「
御
触
状
写
帳
」

　
講
師
　
芳
我
一
章
先
生

　
期
日
　
３
月
26
日（
水
）

　
時
間
　
午
前
９
時
45
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
11
時
45
分

　
場
所
　
大
洲
市
肱
南
公
民
館
　
３
階

新
着
図
書
一
部
紹
介

　
大
洲
市
立
図
書
館

愛
媛
年
鑑
２
０
０
８ 

愛
媛
新
聞
社

そ
う
だ
っ
た
の
か
！
中
国 

池
上
彰
著

リ
ト
ビ
ネ
ン
コ
暗
殺 

Ａ
・
ゴ
ー

ル
ド
フ
ァ
ー
ブ
＆
Ｍ
・
リ
ト
ビ
ネ
ン
コ
著

写
真
集
四
国
回
帰
線 

ぎ
ょ
う
せ
い
編

日
本
人
が
行
け
な
い
「
日
本
領
土
」

山
本
皓
一
著

多
自
然
型
川
づ
く
り
を
越
え
て吉

川
勝
英
編
著

図
解
自
分
で
で
き
る
か
ん
た
ん
ツ
ボ
療
法

山
野
陽
二
著

こ
れ
で
も
か
ー
ち
ゃ
ん
や
っ
て
ま
す

上
大
岡
ト
メ
著

俺
の
彼 

島
田
洋
七
著

四
字
熟
語
物
語 
田
部
井
文
雄
著

毒
草
師 
高
田
崇
文
著

ロ
ッ
ク
母 
角
田
光
代
著

プ
リ
ズ
ム 
野
中
柊
著

捨
て
る
神
よ
り
拾
う
鬼 

佐
藤
雅
美
著

露
の
玉
垣 

乙
川
優
三
郎
著

長
野
殺
人
事
件 

内
田
康
夫
著

湿
地
帯 

宮
尾
登
美
子
著

あ
じ
さ
い
日
記 

渡
辺
淳
一
著

新
着
本
は
、
3
月
初
め
に
ま
と
め
て
新
着

コ
ー
ナ
ー
に
出
し
ま
す
。
　

　
長

浜

分

館
　

マ
ジ
カ
ル
・
ド
ロ
ッ
プ
ス 

風
野
潮
著

ホ
ル
モ
ー
六
景 

万
城
目
学
著

樹
の
上
の
忠
臣
蔵 

石
黒
耀
著

靖
国
へ
の
帰
還 

内
田
康
夫
著

探
偵
ガ
リ
レ
オ 

東
野
圭
吾
著

小
説
　
紫
式
部 

三
好
京
三
著

余
命
１
ヶ
月
の
花
嫁

Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
フ
ァ
イ
ブ
」
編

篤
姫
　
前
編 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
編

デ
ー
タ
を
失
わ
な
い
10
箇
条
　
　
　
　

小
島
範
幸
・
北
浦
訓
行
共
著

「
神
社
と
神
さ
ま
」
が
よ
く
わ
か
る
本

島
崎
晋
著

図
説
「
史
記
」
の
世
界

山
口
直
樹
写
真
・
編

室
礼
お
り
お
り 

山
本
三
千
子
著

「
和
も
の
」
の
い
ろ
は 

小
学
館
編     

夏
の
と
び
ら 

泉
啓
子
作

ぼ
く
ら
の
町
ミ
ス
テ
リ
ー
ロ
ー
ド
―
歯
車
男

が
や
っ
て
く
る
― 

た
か
の
け
ん
い
ち
著

ア
ン
パ
ン
マ
ン
大
図
鑑
　
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
２
０
０
０ 

や
な
せ
た
か
し
原
作

　
肱

川

分

館

旅
の
お
は
な
し
２ 

雅
姫
著

敵
影 

古
処
誠
二
著

わ
た
く
し
率
イ
ン
歯
―
、
ま
た
は
世
界

川
上
未
映
子
著

親
の
品
格 

坂
東
眞
理
子
著

犬
か
ら
の
素
敵
な
贈
り
も
の

木
寺
良
三
写
真

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー 

坂
木
司
著

モ
ン
ス
タ
ー
マ
ザ
ー 

石
川
結
貴
著

小
さ
な
約
束
。
上
・
下 

ゆ
ぅ
著

赤
い
糸
　
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ 

メ
イ
著

舞
田
ひ
と
み
11
歳
、
ダ
ン
ス
と
き
ど
き
探

偵 

歌
野
晶
午
著

新
し
い
階
級
社
会
新
し
い
階
級
闘
争

橋
本
健
二
著

日
暮
れ
て
こ
そ 

江
上
剛
著

天
璋
院
篤
姫 

宮
尾
登
美
子
著

異
邦
人 

Ｐ
・
コ
ー
ン
ウ
ェ
ル
著

仏
果
を
得
ず 

三
浦
し
を
ん
著

迷
惑
な
進
化 

Ｓ
・
モ
ア
レ
ム
ほ
か
著

家
族
狩
り 

オ
リ
ジ
ナ
ル
版
天
童
荒
太
著

押
し
花
で
描
く
美
し
い
自
然
の
風
景

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社
編

パ
パ
だ
い
す
き

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
さ
く
・
え

ミ
ミ
ち
ゃ
ん
の
ね
ん
ね
タ
オ
ル

ア
ン
バ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
文

龍
の
す
む
家
Ⅲ
　
炎
の
星

ク
リ
ス
・
ダ
レ
ー
シ
ー
著

　
河

辺

分

館

受
験
で
転
身
官
僚
か
ら
医
師
へ

河
辺
啓
二
著

官
僚
と
医
師
は
な
ぜ
同
じ
過
ち
を
犯
す
の

か 

河
辺
啓
二
著

赤
の
発
見
青
の
発
見西

澤
潤
一
＋
中
村
修
二
著

怒
り
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー 

中
村
修
二
著

21
世
紀
の
絶
対
温
度 

中
村
修
二
著

中
江
藤
樹
人
生
百
訓 

中
江
彰
著

小
説
中
江
藤
樹
　
上
・
下 

童
門
冬
二
著

僕
は
ガ
ン
と
共
に
生
き
る
た
め
に
医
者
に

な
っ
た 

稲
月
明
著

政
尾
藤
吉
伝 

香
川
孝
三
著

発
掘
え
ひ
め
人
―
近
代
を
拓
い
た
１
０
１

人
― 

愛
媛
新
聞
社

ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ノ
ー
ト 

雫
井
脩
介
著

探
偵
ガ
リ
レ
オ 

東
野
圭
吾
著

ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生 

田
村
裕
著

愛
の
探
偵
た
ち 

Ａ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
著

エ
ジ
プ
ト
十
字
架
の
謎 

Ｅ
・
ク
イ
ー
ン
著

上
野
駅
13
番
線
ホ
ー
ム 

西
村
京
太
郎
著

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
か
ぞ
く 

ね
じ
め
正
一
作

ど
う
ぞ
の
い
す 

香
山
美
子
作

ね
こ
が
一
ぴ
き
や
っ
て
き
た 

広
瀬
寿
子
作

ね
ず
み
く
ん
の
き
も
ち 

な
か
え
よ
し
を
作

【
休
館
日
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

毎
週
月
曜
日
・
３
月
20
・
30
日

〈
年
度
末
特
別
整
理
期
間
〉

　
長
浜
分
館
　
３
月
４
日
〜
６
日

【
開
館
時
間
】

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　（
河
辺
分
館
の
み
午
後
５
時
30
分
）

大洲市立図書館  ☎ 24-4419
大洲市立図書館長浜分館

　☎ 52-1111
大洲市立図書館肱川分館

　☎ 34-2319
大洲市立図書館河辺分館

　☎ 39-2111

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

�

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

係
書
類
な
ど
（
開
催
日
や
定
員

数
な
ど
）
を
確
認
後
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.eh

im
e.jp
/

kakicen
ter/in

d
ex
/in
d
ex
.h
tm

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ご
利
用
が
出
来
な
い
場
合
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

し
た
ら
関
係
書
類
な
ど
を
送
付

し
ま
す
。

連
絡
先

市
役
所
農
林
水
産
課
営
農
係
　

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）
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介護用品のインターネットショップをオープン !!

大洲市徳森２４８番地 
TEL２５－１００１ 
FAX２５－１００２ 

http://www.cnw.ne.jp/̃rilife/

リ・ライフ 

広告 

３月２日㈰ み や う ち 医 院（徳森）
☎ 25－2333

３月９日㈰ 菊 原 医 院（八多喜町）
☎ 26－0103

３月16日㈰ 本条脳神経外科・外科（東大洲）
☎ 24－2841

３月20日㈭ 山 本 医 院（菅　田）
☎ 25－6100

３月23日㈰ 石 村 病 院（長　浜）
☎ 52－0275

３月30日㈰ 井関クリニック（新谷町）
☎ 25－6212

日曜・祝日の当番医

　曜日によって救急当番病院は変わります。
昼間・夜間の急患など、ご相談は、その日の
当番病院まで。

月・火曜日
市 立 大 洲 病 院（西大洲） 
☎ 24－ 2151

水　曜　日
加 　 戸 　 病 　 院（若　宮） 
☎ 24－ 5101

木　曜　日
神 南 診 療 所 （新　谷） 
☎ 25－ 7720

金～日曜日
大 洲 中 央 病 院（東大洲） 
☎ 24－ 4551

救 急 当 番 病 院今月の納税等
国民健康保険税（９期）

介 護 保 険 料（９期）

納期限は３月31日㈪です。

　
輝
か
し
い
功
績
の
数
々
。
き
ら
め

き
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
顔

は
、
自
信
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
う
ら
に
は
、

計
り
知
れ
な
い
苦
労
と
努
力
が
あ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
も
何
か
一

つ
キ
ラ
リ
と
輝
く
も
の
を
見
つ
け
た

い
で
す
。 

 

さ

１月末現在 昨年同期

件 数 18 22
負傷者 22 32
死 者 1 0

大洲市内の交通事故（平成２０年）

税　　　別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

市 県 民 税（５期） １期 ２期 ３期 ４期 ５期

固定資産税（５期）１期 ２期 ３期 ４期 ５期

軽自動車税（全期） 全期

国民健康保険税（９期） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期

介護保険料（９期） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期

※市税等の納付は、便利で安心な「口座振替」をご利用ください。

税金などの納期一覧

広告 

　平成19年度　全国統一防火標語
火は見てる　あなたが離れる　その時を

春季全国火災予防運動　大洲消防署
３月１日 ～ ３月７日

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
こ
の
運
動
を
契
機
に
、
暮
ら
し
の

な
か
に
あ
る
火
災
の
危
険
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
設
問
は
、

み
な
さ
ん
の
防
火

意
識
度
を
確
か
め

る
も
の
で
す
。「
は

い
」
が
い
く
つ
あ

る
か
を
数
え
て
、

防
火
意
識
度
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

①家の周りに燃えやすいものは置いていない。

②ゴミは収集日の決められた時間に出している。

③コンロの回りはいつも整理整頓している。

④コンロのそばを離れるときは必ず火を消している。

⑤たばこの吸殻は水をかけてこまめに捨てている。

⑥寝たばこはしない。

⑦マッチやライターは子どもの手の届かないところに置いている。

⑧石油ストーブの火を必ず消してから給油している。

⑨使用していない電気器具のプラグは抜いている。

⑩住宅用消火器または住宅用自動消火装置などを備えている。

⑪住宅用火災警報器を備えている。

⑫寝具や衣類は火が接しても燃え広がらない製品である。

10個以上…ひとまず合格。
　　　　　　でも！

あなたの家族は住宅防火意識の高い家族です。でも、チェックできなかっ
た項目をもう一度見直して、まさかの火災に備えましょう。

７～９個…もう少し！
あなたの家族は住宅防火に関心があるようですね。ただ、火災は思わぬと
ころから起こります。日々用心し、住宅用防災機器などを備えましょう。

４～６個…ちょっと不安！
あなたの家族は住宅防火意識はまだ足りないようです。家族で防火につい
て話し合ってみることが大切です。

３個以下…注意して！
あなたの家族は住宅防火意識はちょっと低いようです。家族で話し合って、
すぐにでも防火対策をたててくださいね。

　設　問

　いくつ該当しましたか？



題字　大洲市長　大　森　隆　雄

大洲市民の動き
（平成20年１月31日現在）

出生　31人（＋３) 死亡　58人（＋17）

転入　72人（－２) 転出　95人（＋５）

 合計　50,662人（－50）
人口 　男　24,127人（－25） 
 　女　26,535人（－25）

世帯数　20,259世帯（－３）

広告 広告 

ずっと住みたい街がある。 
   
一度は訪れたい街がある。 
   
私達は地域の建設会社として 
   
そんな、まちづくりを目指しています。 
 
 
　　　　  谷本建設工業株式会社 
 

紙 ・ 金 属 ・ 木 く ず ・ 
廃 プ ラ の リ サ イ ク ル  

有限 
会社 クリーンセンター 

広告 

（前月比）

～第９回しおかぜウォークなのはな大会～

第８回　菜の花フェスタ

　伊予市双海町上灘から大洲市長浜までの16キロメートルで開催

されます。ご家族連れやお友だちと参加して、しおかぜと菜の花

を背景に海岸線の美しい春を満喫してみませんか。

　長浜沿道の直売所「今坊しおさい市」周辺では、きねつき餅や鯛

めし・たこめしの販売、閉会式の会場となるＪＲ伊予長浜駅周辺では

物産販売や郷土芸能として「嵐太鼓」の演奏などを行います。

　みなさんお気軽にご参加ください。

開　催　日　　３月９日㈰　※小雨決行

受付時間　　午前９時～午前９時45分（事前申し込み不要）

受付場所　　ＪＲ伊予上灘駅・ふたみシーサイド公園

参加費用　　100円(受付時に傷害保険料として負担)

問い合わせ先　ＪＲ松山駅　☎089（945）2637

　　　　　　　

　五郎の河原に県立大洲農業高等学校の生徒たちが栽培した

菜の花が咲き誇る中、今回で８回目となる「菜の花フェスタ」

を開催します。

　特設ステージを設けて、菜の花畑をバックに吹奏楽部によ

るコンサートなどの催しを生徒自らが主体となって取り組

み、皆さんに楽しんでいただける企画を準備しています。

日時　３月20日（木・春分の日）雨天決行

　　　午前10時～午後３時

場所　五郎地区畑の前橋　（通称「赤橋」）下特設会場

問い合わせ先　

　　大洲農業高等学校内大洲農業高等学校農業教育振興協議会

　　　（担当　信尾）☎24－3101

３月９
日

３月2
0日

海岸線の美しい春を満喫してみませんか

日　時　　３月９日㈰

　　　　　午前10時～午後４時
場　所　　五郎河川敷・菜の花畑

　　　　　駐車場　約100台
内　容　　餅つき、餅まき

　　　　　菜の花写生大会、新鮮野菜市など

　　　　　（変更の場合あり）

問い合わせ先

　　　　　市役所商工観光課

　　　　　☎24―2111（内線533）

３月９
日

五郎菜の花まつり


	表紙・名誉市民・きらめき大賞　ほか
	市役所などでの手続き・税の申告　ほか
	使用料・手数料改定・国民年金保険料　ほか
	不法投棄・シリーズ高齢者医療制度　ほか
	まちのわだい・保健センター情報
	くらしの情報・菜の花フェスタ　ほか



